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第13回【社会変動と家族①】雇用流動化のもとでの家族形成【社会変動と家族③】雇用の流動化と中高年期の家族 ●リアクションペーパー＃13
学生番号　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊講義で印象に残ったことや自分の考えに近いものをいくつでもチェックして下さい（その他に感想など）
1　非正規雇用の増加と未婚割合の上昇について
●厚生労働省「21世紀成年者縦断調査」（2016年11月第5回）によれば、過去１０年の間に結婚した人は男性正規社員で2割強非正規では1割以下、女性は正社員の3割に対し非正規社員では2.5割以下。□自分も非正規なったら結婚できないと思う。□結婚とは関係ないと思う。□結婚する気はないので非正規でも良い、□結婚とは関係なく正規社員を希望。

●（同調査）結婚願望（絶対したい＋なるべくしたい）には、男女とも雇用形態で差があり正規より非正規の方が弱い。□結婚願望が低い人の方が非正規になりやすいのでは、□非正規の場合、結婚を諦める人が多い？

●（同調査）希望子ども数＝０または１の割合は非正規の方が高く子どもを持つことに対する意欲が弱い人が多い。□子どもを持つ意欲の弱い人が非正規になりやすいのでは？□非正規では、子どもを諦める人が多い？
●非正規就業（パート・バイト・契約・派遣社員）の増加⇒若者の低所得化⇒恋愛・結婚は無理⇒非婚化・生涯未婚⇒家族形成できない人が増えている。□その通り。□関係はあるが主要な原因ではない□まったく関係ない□非正規だと出会いの機会が少なくなるのでは？
２．この問題に対する政府・地方自治体の施策について
●札幌市のＡＩによる婚活マッチングサービス（さっぽろ結婚支援センター）について　□効果があると思う　□自分も利用してみたい　□政府・地方自治体が結婚・出産など個人の問題に介入すべきではない　□行政ではなく民間にまかせるべき　□効果はないと思う。

●現状の人口減少対策は１970年代中頃から急速に進行した少子高齢化を病理的現象と捉え、その背景や原因を究明し、政策介入により少子化・人口減少を食い止めることをめざしている。□効果があると思う。□効果はないと思う。□効果があるかどうかはやってみなければわからない。□効果の有無にかかわらずやるべきだ。□結婚・出産など個人の問題に政府・地方自治体が介入すべきではない。

●現行の施策：既婚者の出産・子育てが支援が中心。結婚支援事業はあるが晩婚化・非婚化に対する直接的な効果は期待できない。□効果がなくても出産・子育て支援は進めるべきだ。□効果がなくても若者の結婚を支援すべきだ。□結婚・出産などに政府・地方自治体が介入すべきではない
定期試験の筆記問題の練習
【問題】　講義で紹介した「早婚晩産のススメ」について、あなたの感想・考え・ライフプランを述べなさい。 （400文字程度）

